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国
友
一
貫
斎
『
気
砲
記
』
の
佐
藤
信
淵
自
筆
書
き
入
れ
本

松
田
　
清

は
じ
め
に

鉄
砲
鍛
冶
国
友
一
貫
斎
（
一
七
七
八
〜
一
八
四
〇
）
が
オ
ラ
ン
ダ
製

空
気
銃
「
風ふ
う

砲ほ
う

」
を
も
と
に
製
造
し
た
高
性
能
空
気
銃
「
気き

砲ほ
う

」
を
絵

入
り
で
解
説
し
た
『
気
砲
記
』（
一
八
一
九
刊
）
に
、
国
学
者
平
田
篤

胤
（
一
七
七
六
〜
一
八
四
三
）
の
門
人
で
、
経
世
家
の
佐
藤
信の

ぶ

淵ひ
ろ

（
一

七
六
九
〜
一
八
五
〇
）
が
長
文
の
書
き
入
れ
を
加
え
、
秋
田
の
知
人
に

贈
っ
た
版
本
が
八
七
年
ぶ
り
に
み
つ
か
っ
た
。「
風
砲
」
は
空
気
銃
の

オ
ラ
ン
ダ
語w

indroer

（
ウ
ィ
ン
ト
ル
ー
ル
）
の
意
訳
で
あ
る
が
、

一
貫
斎
は
自
作
の
高
性
能
空
気
銃
を
、「
気
」
を
込
め
る
砲つ

つ

と
い
う
意

味
で
、「
気き

砲ほ
う

」
と
名
付
け
た
。

秋
田
藩
重
臣
あ
て
と
推
定
さ
れ
る
書
き
入
れ
は
、「
気
砲
」
の
開
発

に
協
力
し
た
蘭
学
者
山
田
大
円
（
一
七
六
五
〜
一
八
三
一
）
と
佐
藤
信

淵
の
交
流
、
そ
の
構
造
や
性
能
、
平
田
篤
胤
が
幽
界
を
知
ろ
う
と
夢
中

に
な
っ
た
天
狗
小
僧
寅
吉
と
一
貫
斎
と
の
や
り
と
り
、
幽
界
の
「
風

砲
」
や
種
々
の
「
笛
」（
オ
ル
ゴ
ー
ル
）
の
話
な
ど
か
ら
な
る
。
篤
胤

の
記
録
『
仙
境
異
聞
』
に
比
べ
る
と
、
多
分
に
誇
張
を
加
え
て
い
る

が
、
当
時
の
平
田
篤
胤
サ
ロ
ン
に
お
け
る
未
知
の
世
界
（
幽
界
）
と
新

し
い
技
術
に
対
す
る
旺
盛
な
知
的
好
奇
心
を
伝
え
る
貴
重
な
史
料
で
あ

る
。本

稿
で
は
、
ま
ず
、
一
貫
斎
の
「
気
砲
」
製
造
の
経
緯
と
仙
童
寅
吉

と
の
出
逢
い
、『
仙
境
異
聞
』
に
み
え
る
「
仙
炮
」
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
知
見
を
ま
と
め
、
つ
い
で
、
新
出
の
『
気
砲
記
』
佐
藤
信
淵
自

筆
書
き
入
れ
本
の
書
誌
的
考
察
と
書
き
入
れ
の
内
容
分
析
を
行
な
う
。

1　

一
貫
斎
の
「
気
砲
」
と
仙
童
寅
吉

江
州
国
友
村
の
国
友
藤
兵
衛
一
貫
斎
（
諱
重し

げ

恭ゆ
き

、
別
号
眠
龍
、
能よ
し

当ま
さ

）
は
江
戸
時
代
後
期
に
、
そ
の
優
れ
た
職
人
技
と
忍
耐
強
い
観
察
実
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